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令和1年12月6日

グループホームびろうじゅ高倉は住宅街の1階にあり、2階は経営母体であるなにわ保健生活協同組合
であり、３階は屋上となっている。１ユニット９名である。
保健生協としての強みを生かし、主治医としての定期的な往診や訪問看護は同生協内の機関が担当
し、日曜日以外の昼食・夕食も同生協内の配食センターから届けられる。
地域との交流、自治会への発信、ボランティアの受け入れ、運営推進会議の開催、他の高齢者施設と
の交流等に積極的な取り組みが続けられ確立されている。
利用者は施設内である程度自由に過ごすことができ、例えば食事時間も多少ずれる人もいれば、食事
中に中座する人もあり、また日常的にも自室で過ごす利用者もいれば共用空間で過ごす人もいるという
ように個人の生活のリズムが大切にされている。今後も地域との関係性を持続しながら、利用者本位の
生活を守っていっていただきたい。

介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合

情報提供票を活用する場合

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/27/index.php

（別添情報提供票のとおり）

特定非営利活動法人エイジコンサーン・ジャパン

大阪市住之江区南港北2-1-10　ATC　ITM棟９階

令和1年8月20日

平成18年の開設より13年目を迎えた１ユニットのＧＨである　１ユニットの良さを生かし、利用者本位の
細かいケアを行い　着実に認知症ケアをすすめている　法人内主治医の往診や1回/週の訪問看護、訪
問歯科を受けながら体の安定を図り、又　認知症専門医との連携も密にとっており２回/月の往診を受
け向精神薬の微調整をしながらご本人の生活力を損なうことなくホームでの生活が出来るようケアをす
すめている　ご本人の行動を制限することなく　今のあり様には意味があると捉え真にご本人に寄り添
うことで少しずつ関係を築き安心して過ごして頂く事が出来ている　医療生協としての役割も踏まえなが
らより地域に根ざしたホーム作りを目指している

評価結果市町村受理日

2775201003

なにわ保健生活協同組合

びろうじゅ高倉

大阪市都島区高倉町　２丁目　3-4

Ｒ1年7月30日 令和1年12月2日

認知症対応型共同生活介護

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/27/index.php
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/27/index.php
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/27/index.php
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/27/index.php
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/27/index.php

